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序章 本研究の目的と諸前提  
第一節 研究目的および問題の所在  
第二節 マカートニー使節団について  
1. 使節団派遣の経緯およびその目的  
2. 使節団派遣の結果  
第三節 マカートニー使節団とその記録  
1. 大使マカートニー  
1.1. マカートニーの略歴  





3. 機械係バロー  
3.1. バローの略歴  
3.2. バロー著『中国の旅』とその受容  
4. 画家アレグザンダー  
4.1. アレグザンダーの略歴  
4.2. アレグザンダーの日記および著書『中国の風俗』、『中国の衣装および風俗のピクチャレ
スク画』とその受容  
5. 侍従アンダースン  
  
5.1. アンダースンの略歴  
5.2. アンダースン著『1793年の訪中英国使節団の記録』とその受容  
第四節 先行研究の整理および問題提起  
1. 中国イメージに関する研究  
1.1. 18～19世紀の西欧諸国における中国イメージとその研究  
1.2. 19世紀の西欧諸国における中国イメージとその研究  
2. マカートニー使節団に関する研究  
2.1. 東洋史および政治史における研究  
2.2. 英中および東西比較文化史研究  
第五節 研究方法  
第六節 本研究の構成  
 
第一章 中国官僚――――中国情報を塗り替えた官僚たち  
はじめに  
第一節 漢人と満洲人 
1. 清朝中国の支配体制―――満州人と漢人  
2. マカートニー使節団の記録にみる両民族の描写  
第二節 宣教師がみた中国官僚  
1. 中国情報をもたらした宣教師たち  
2. 中国人の容貌について  
3. 官僚の権力と傾向  
第三節 マカートニー使節団のみた中国官僚  
1. 王大人と喬大人  
2. 徴大人――――「満州人」のイメージを方向づけた「満州人」官僚  
3. 松大人―――親愛なる、誤解された「満州人」  
4. 和坤―――皇帝の右腕  
まとめ  
 
第二章 中国皇帝――「哲人皇帝」は存在したのか  
はじめに  
第一節 マカートニー使節団以前における中国皇帝像  
1. イエズス会士がもたらした清朝治下の中国皇帝像  
1.1. 康熙帝に関する諸情報――中国史の側面から  
1.2. 康熙帝――西洋から見た「大帝」  
2. 18世紀英国における清朝治下の皇帝像  
2.1. デュ・アルドのもたらした清朝の皇帝像―――デュ・アルドのもたらした中国情報  
2.2. ギルレイの描く風刺画の中の乾隆帝  
  
第二節 マカートニー使節団が直接目にした乾隆帝  
1. 乾隆帝に関する諸情報  
1.1. 乾隆帝の視覚的イメージ  
1.2. 画像資料からみる「写実的」な中国皇帝  
2. イメージを決める要因――満州人か漢人か   
第三節 使節団が捉えた乾隆帝の人格と治世 
1. 使節団の判断基準とその背景  
2. 乾隆帝の人格  
3. 乾隆帝への評価――祖父康熙帝との比較から  
まとめ  
 
第三章 中国の女性―――三つの習俗からみる中国文明  
はじめに  
第一節 纏足―――女性をめぐる「美意識」  
1.  中国社会における纏足  
2. イエズス会士の記録にみる纏足  
3.  マカートニー使節団の記録にみる纏足  




1. 清代中国における籠居――その開始時期と身分  
2. ポーロおよび宣教師たちの記録にみる籠居  
3. マカートニー使節団員の記録にみる「籠居」  
3.1. 籠居への認識  
3.2. 姿を現した女性たち――中国女性の「実態」  
3.3. 家に閉じ込める中国男性――籠居を引き起こすもの  
第三節 棄児・嬰児殺し―――疎まれる中国の女児たち  
1. 清代中国における棄児・嬰児殺し  
1.1. 社会史・制度史の観点からの先行研究  
1.2. 対策と刑法上の処罰  
1.3. 特徴と背景  
2. 18世紀英国における棄児・嬰児殺し  
2.1. 社会現象としての嬰児殺し 
2.2. 対策と刑法上の処罰  
2.3. 特徴と背景  
3. イエズス会士の記録にみる棄児・嬰児殺し  
  
4. マカートニー使節団の記録にみる棄児・嬰児殺し  
      4.1. 使節団の記録する理由――――イエズス会士への非難  
      4.2. 棄児・嬰児殺し殺しの理由―――「迷信」か「時代遅れ」か  
      4.3. 中国の棄児・嬰児殺し殺しの特徴―――遺棄されやすい女児たち  
おわりに  
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論文審査の結果の要旨 
学位の種類  博士（国際文化）  氏 名  熊 谷 摩 耶  
学位論文の  
題   名  
18 世紀末から 19 世紀初頭の英国における中国イメージ  
―マカートニー使節団の記録を中心に―  
論文審査担当者氏名  
 （主査） 藤田恭子        ，石幡直樹     ，坂巻康司  
      勝山稔         ，         ，  
 論文審査の結果の要旨（1,000 字内外）  
   
 本論文は、1792 年から 1794 年にかけてジョージ・マカートニー（George Macartney, 
1737-1806）を大使とし清朝中国（以下、中国）に派遣された初の英国使節団（以下、マカ
ートニー使節団）の団員 5 名による日記や著書 7 編を分析し、18 世紀末から 19 世紀初頭の
英国における中国像を解明したものである。先行研究では英国および西欧諸国における中国
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識をも示していた。  
審査においては、中国像の変遷の背景となる英国側の事情について一層踏み込んだ記述が
なされ、また実在の人物の描写とイメージとの関係についてさらに掘り下げること、女性を
めぐる他の習俗にも目配りをすることなどで、考察はより深まったであろうとの指摘がなさ
れた。しかし、使節団の記録に内包されている多様な中国像を整理し、イエズス会士の報告
との異同も明らかにしたことで、中国像の変遷を理解するための重要な手がかりを提示した
ことに、本論文の学術的意義を認めることができる。侍従であったアンダースンのその後の
経歴を大英図書館での調査により解明する等の寄与もあり、また棄児・嬰児殺しへの言及が
中国側資料にはほとんどないため貴重な情報を提示しているとの指摘も中国研究の観点から
なされた。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文として合格と認める。  
  
  
